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会社概要

社 名

英文社名

設 立

資 本 金

従業員数

本 社

売 上 高

富士重工業株式会社

FUJI HEAVY INDUSTRIES LTD.

1953年7月15日

1,537億円（2005年3月31日現在）

（連結）26,989名（2005年3月31日現在）

（単独）13,983名（2005年3月31日現在）

〒160-8316　東京都新宿区西新宿1丁目7番2号

TEL.03-3347- 各部署ダイヤル直通（番号案内03-3347-2111）

（連結）14,465億円（2005年 3月期）

（単独）  9,495億円（2005年 3月期）

主な製造事業所と主要製品

群馬製作所（群馬県太田市、伊勢崎市他）レガシィ、インプレッサ、フォレスター、R1、R2、プレオ、サンバー

宇都宮製作所（栃木県宇都宮市）航空機、宇宙関連機器部品、環境機器

産業機器カンパニー（埼玉県北本市）ロビンエンジン、エンジン発電機、ポンプ

群馬県 

静岡県 

埼玉県 

富士重工業事業所 
関連会社 

栃木県 

愛知県 

宇都宮製作所 

伊勢崎工場 群馬製作所 

宇都宮製作所 半田工場 

産業機器カンパニー 

東京事業所 
本社 

⑥ 
④ 

③ ⑤ 

② 
① 

所在地

社　名 住　所 事業内容

●①富士ロビン（株） 静岡県沼津市
農林業機器・エンジン・消防ポン
プなどの製造、修理、販売

●②輸送機工業（株） 愛知県半田市
宇宙航空機部品・クレーン車等の
製造、販売

●③富士機械（株） 群馬県前橋市
自動車部品・産業機械・農業用ト
ランスミッションの製造、販売

●④（株）イチタン 群馬県太田市
自動車・産業機械用鍛造品の製造、
販売

●⑤桐生工業（株） 群馬県桐生市
スバル特装車の製造・スバル用部
品の物流管理

●⑥ （株）スバルロジステ
ィクス

群馬県太田市
スバル車およびその部品・用品の
物流とそれにかかわる業務

社　名 住　所 事業内容

●①SIA＊1
インディアナ州
ラファイエット

米国におけるスバルの生産拠点

●②SOA＊2
ニュージャージー州
ウェストチェリーヒル

米国におけるスバルの販売拠点

●③SCI＊3
オンタリオ州
ミシサーガ

カナダにおけるスバルの販売拠点

●④SRD＊4
ミシガン州
アンナーバー

米国における自動車に関する研究調査の拠点

●⑤RMI＊5
ウイスコンシン州
ハドソン

米国における汎用エンジンの生産拠点

カナダ 

アメリカ合衆国 

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 
RMI

SCI

SOASRD

SIA

北米

国内

（注）富士重工業（株）主要事業所と本書でご紹介する関係会社の所在地を示します

＊1　SIA：Subaru of Indiana Automotive, Inc.　＊ 2　SOA：Subaru of America, Inc.　＊ 3　SCI：Subaru Canada, Inc. 
＊ 4　SRD：Subaru Research & Development, Inc.　＊ 5　RMI： Robin Manufacturing U.S.A., Inc.
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経済指標
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（注）金額は1億円未満四捨五入 

自動車 
8,447億円 
（89.0％） 

産業機器 
389億円（4.1％） 

エコテクノロジー 
65億円（0.7％） 

航空宇宙 
594億円（6.2％） 

2004年度 
9,495億円 
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（注1）金額は1億円未満切り捨て　（注2）各年3月末における額 
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■売上高と経常利益の推移（連結） ■販売台数の推移（連結）

■売上高と経常利益の推移（単独） ■売上高部門別比率（単独）

■資本金の推移 ■従業員数の推移（単独） ■設備投資、試験研究費の推移（単独）
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企業理念

企業理念

　富士重工業のモノづくりの思想は、前身である中島飛行機

時代から受け継がれてきた航空機づくりの伝統の上に築かれ

ています。航空機設計の基本思想である「最高の性能の追

求」とそれを実現する「凝縮された無駄のないパッケージ」、

さらに「あらゆる環境下での安全思想の徹底」が富士重工業

のＤＮＡです。こうした伝統を大事にしながら、新たな価値

創造にチャレンジし、環境問題やコンプライアンスなどへも

積極的に取り組み、社会との共生・調和を念頭に、お客様を

はじめとする全てのステークホルダーの皆様の満足と信頼を

得られる企業を目指しています。

　富士重工業では「存在感と魅力ある企業」という、ありた

い姿に向かって新たな価値創造に向けてたゆまぬ努力を続け

ています。このありたい姿の実現へ向け、当社では中期経営

計画 FDR-1（Fuji Dynamic Revolution-1）のうち 2005

年度からの2年間を見直して ｢修正 FDR-1｣ を策定し、新

たな取り組みをスタートさせています。修正 FDR-1 では収

益力を強化するために、「スバル固有のプレミアムブランド

戦略の進化」を目指すとともに、「走り」に「安全」と「環

境」を高次元で融合させ、全てのお客さまに全ての車で「愉

しさと安心感」を提供してまいります。こうした活動を一歩

一歩着実に推進させ未来に向けて進化を続ける企業として、

富士重工業ならではの価値を、自動車をはじめとする全ての

事業領域で実現し、従業員が誇りを持って働く企業の規範と

なると同時に、全世界のお客様に愛され、支持されるスバル

ブランドを築いていくことが、私たちの夢であり願いです。

富士重工業のありたい姿を目指して

　富士重工業では、企業理念に基づいた事業活動の実践に向

け、コンプライアンスを遵守し、社会的責任を果たしながら

行動していくための企業行動規範を定めています。社員一人

ひとりがお互いを尊重しながら、この企業行動規範を尊び、

同じ価値観で行動することを通じて、豊かな社会づくりに貢

献し、皆様に信頼される企業となるべく努力を続けてまいり

ます。

企業行動規範

1． 私たちは、環境と安全に十分配慮して行動するととも

に、創造的な商品とサービスを開発、提供します。

2． 私たちは、一人ひとりの人権と個性を尊重します。

3． 私たちは、社会との調和をはかり、豊かな社会づく

りに貢献します。

4． 私たちは、社会的規範を遵守し、公明かつ公正に行

動します。

5． 私たちは、国際的な視野に立ち、国際社会との調和

をはかるよう努めます。

1． 私たちは常に先進の技術の創造に努め、お客様に

喜ばれる高品質で個性のある商品を提供します。

2． 私たちは常に人・社会・環境の調和を目指し、

豊かな社会づくりに貢献します。

3． 私たちは常に未来をみつめ国際的な視野に立ち、

進取の気性に富んだ活力ある企業を目指します。
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CSR（企業の社会的責任）について

富士重工業のCSRに対する考え方

　CSRは、企業が社会的な存在として活動していく上で果たすべき責任です。富士重工業は、CSRとは企業理念の反映であり、

企業活動そのものであるととらえ、「企業理念」がすなわち「CSR方針」であると考えています。

CSRの取り組み

　富士重工業は「コーポレートガバナンス」、「環境」、「コンプライアンス」、「社会貢献」をはじめとした、さまざまなテーマに

対し積極的な取り組みを行っています。

企業理念 
企業行動規範 

ステークホルダー 

お客様・商品 
お客様の満足を第一として、
トップクラスの品質の商品
とサービスを提供し、経済
と社会生活の向上に貢献
します。 

コーポレートガバナンス 
経営と執行の機能を明確化し、
透明・効率的で適正な経営
を行い、社会の皆さまから信
頼とご満足をいただく企業
であり続けるよう努めます。 

コンプライアンス 
法令・社会規範に則した公
明かつ公正な企業活動を
遂行し、一人ひとりも良き
社会人として行動します。 

情報公開 
全てのステークホルダー
に対する、迅速、適切、公正
かつ誠実な情報開示に努
めます。 

従業員 
一人ひとりの人権と個性
を尊重し、健全で安全な労
働環境を維持するとともに、
働き甲斐のある職場づく
りを進めます。 

調達 
国内外全ての企業に広く門
戸を開き、相互信頼に基づ
いたサプライヤーと「WIN-
WIN」の関係を築くとともに、
公平・公正な取引を行います。 

社会貢献 
科学技術や交通安全・のりもの
文化の普及・発展に努め、もの
づくりを担う人づくりに貢献しま
す。地域の発展に貢献し、一人
ひとりの社会貢献を応援します。 

環境 
環境と事業活動の深いか
かわりを認識し、地球と社
会と人にやさしい商品づく
りに努めます。 

お客様 

金融機関 

メデイア NGO･NPO

教育･研究機関 

行政 地域社会 

株主・投資家 

従業員 お取引先 




